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自
動
車
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
、自
転
車
、徒
歩
な
ど
を
か
し
こ
く

使
い
分
け
る
生
活
ス
タ
イ
ル〝
エ
コ
モ
ビ
リ
テ
ィ
ラ
イ
フ
〞で
も
注
目
さ
れ

て
い
る
ぐ
る
り
ん
バ
ス
。今
回
は
、広
報
た
は
ら
に
寄
せ
ら
れ
た「
子
ど

も
と
一
緒
に
出
か
け
ら
れ
る
場
所
を
紹
介
し
て
」の
声
に
お
応
え
し
て
、

ぐ
る
り
ん
バ
ス
で
巡
る
歴
史
探
訪
の
コ
ー
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

い
つ
も
は
見
慣
れ
た
風
景
も
、バ
ス
の
車
窓
か

ら
見
る
と
、新
鮮
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。こ
の
機
会

に
、田
原
の
歴
史
を
学
び
、新
た
な
魅
力
を
発
見

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※

ぐ
る
り
ん
バ
ス
を
ご
利
用
の
際
は
、時
刻
表
を
ご
確

　

認
く
だ
さ
い
。ま
た
、体
験
講
座
な
ど
は
、事
前
予
約

　

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
各
施
設
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。な
お
各
施
設
は
、年
末
年

　

始
の
お
休
み
や
、臨
時
休
館
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

　

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ぐ
る
り
ん
バ
ス
で
歴
史
探
訪

秋
の
お
で
か
け
プ
ラ
ン

吉胡貝塚の人々の暮らしを、貝塚などの模型や写
真、人骨などの出土品で分かりやすくご紹介してい
ます。縄文人の人骨出土数が日本一の貝塚です。

火おこしや勾玉作りなど、さまざまな
体験学習をご用意しています。

▼開館時間＝午前９
時～午後５時（入館は
午後４時３０分まで）

▼休館日＝月曜日（月
曜日が祝日の場合は
その翌日）　 ▼入館料
＝一般２００円／小中
生１００円ほか

●童浦線下りに乗車
　１乗車ごとに１００円
　小学生以下は無料

　２２局８０６０

吉胡台下車
吉胡貝塚資料館
（シェルマよしご）

田原駅
スタート

得 情報

読みたい本が貸し出し中の場合は、予約
することもできます。

　２３局４９４６

図書館下車
中央図書館

得 情報

幕末の先覚者「渡辺崋山」について学べます。11月
８日（日）まで秋の企画展「能に見る日本の女性像」
を開催中です。※企画展開催中の入館料は11月８
日（日）まで一般６００円となります（団体割引あり）

11月８日（日）まで小・中学生は入館無料、
毎週土曜日は高校生も入館無料です。

博物館入口下車
田原市博物館

得 情報

田原駅
ゴール

　２２局１７２０

↓童浦線上りに乗車（約４分）

ぐるりんバスに
乗車（約３分）↓

↓徒歩（約１０分）

↑（約８分）

▼開館時間＝午前９時
～午後５時（入館は午
後４時３０分まで）

▼休館日＝月曜日（月
曜日が祝日の場合はそ
の翌日）　 ▼入館料＝
平常時は一般210円
小・中学生100円ほか

田原の歴史を感じ
ながら、歩いて移
動するのがオスス
メです！

▼開館時間＝火～金曜
日：午前１０時～午後７
時（木曜日のみ午後８時
まで）／土・日・祝日：午前
１０時～午後５時　 ▼休
館日＝月曜日（月曜日が
祝日の場合はその翌日）
※他に館内整理日あり

蔵書数２７万点を誇る図書館です。「地域資料コー
ナー」を設けて田原市の郷土資料も豊富に取りそろ
えています。
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▲豊島大念仏踊り

ぐ
る
り
ん
バ
ス
っ
て
な
あ
に
？

　

平
成
13
年
７
月
か
ら

３
カ
月
間
の
実
験
運
行

を
実
施
し
た
後
に
、
平

成
14
年
７
月
21
日
か
ら

４
路
線
で
本
格
運
行
を

開
始
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
童
浦
線
、
西
部
線
、
表

浜
線
、
中
央
線
、
大
久
保
線
、
赤
羽
根
線
、
高
松
線
、

中
山
線
の
８
路
線
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

ぐ
る
り
ん
バ
ス
は
公
共
施
設
利
用
の
促
進
、
環
境

負
荷
の
軽
減
、
公
共
交
通
の
空
白
地
帯
の
解
消
な
ど

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民

の
お
役
に
立
ち
、
皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
運
賃
は
1
乗
車

１
０
０
円
、
小
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。
ぐ
る
り
ん

バ
ス
で
田
原
を
ぐ
る
り
と
回
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

８
月
23
日
（
日
）
に
、
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー

ル
で
、
平
成
21
年
度
愛
知
県
民
俗
芸
能
大
会
田
原
市

大
会
が
開
催
さ
れ
、
田
原
市
指
定
文
化
財
の
「
豊
島

大
念
仏
踊
り
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
後
継
者
が
な

く
、
一
時
休
止
状
態
と
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
16
年

か
ら
活
動
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
児
童
や
小

学
校
の
学
芸
会
に
も
伝
承
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
の

伝
統
の
踊
り
が
、
こ
れ
か
ら
も
守
ら
れ
て
い
く
こ
と

を
願
い
ま
す
。

　
＊
電
照
菊
の
栽
培
に
新
風
到
来
！

　

田
原
市
で
は
、日
照
時
間（
太
陽
に
当
た
る
時
間
）を
調
節
し

て
、花
の
咲
く
時
期
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
電
照
菊
と
呼
ば
れ

る
菊
の
栽
培
方
法
が
盛
ん
で
す
。最
近
で
は
、こ
の
電
照
菊
に
赤

色
や
青
色
の
光
が
あ
る
こ
と
を
皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
す
か
？
菊

栽
培
全
国
ト
ッ
プ
の
田
原
市
で
は
、新
し
い
試
み
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

菊
は
短
日
植
物
で
、日
照
時
間
が
短
く
な
る
と
花
を
咲
か
せ

ま
す
。そ
こ
で
夜
に
電
気
を
灯
し
、１
日
に
２
回
昼
が
き
た
よ
う

に
菊
に
勘
違
い
さ
せ
る
な
ど
し
て
、出
荷
の
時
期
を
調
整
し
て

い
ま
す
。こ
れ
ま
で
、電
照
菊
に
は
白
熱
灯
が
利
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、耐
久
性
が
高
い
Ｌエ

ル
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
が
注
目
さ
れ
始
め
て
い

ま
す
。Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
特
定
の
光
の
波
長（
色
）を
灯
す
の
で
、全
部
の

波
長
を
灯
す
白
熱
灯
よ
り
も
消
費
電
力
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、

Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。主
に
赤
色
が
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、光
の
色
を
変
え
る
こ
と
に
よ
る
成
長
へ
の
様
々
な
効

果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。初
期
投
費
が
高
く
、利
益
が
出
る
の

に
時
間
が
か
か
る
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、日
々
実
験
を
繰

り
返
し
頑
張
っ
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。今
後

の
活
動
に
、期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

大谷敦子

▲昼間の温室

▲電照中の温室

▲LEDライト

妖
あや

しい輝きの
ヒミツは・・・

　

豊
島
町
の
大
念
仏
踊
り

▲ぐるりんバス

●市民協働課２３局３５０４
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校区の概要

　大草校区は、市南東部の太平洋
側に位置し、田園地帯の広がる自
然豊かな、古くからの農漁村地帯
で、二つの地区で構成されていま
す。大草地区は、大草東・大草西・半

はん

身
み

・大草志田の４集落があり、主に
専業農家が多い地区です。一方の
大草団地地区は、昭和40年代に造
成された住宅団地です。保育園と
小学校が１つずつあり、地域全体
の結びつきが深く、校区民全体で
の活動を盛んに行っています。国
道42号沿いの農地では、夏はメロ
ン、冬はキャベツを中心として、電
照菊・トマト・セロリ・ブロッコリ
ーなどの野菜を作っています。

　表浜海岸では、地引き網でイワ
シ、サバなどの漁獲を楽しむこと
が出来ます。また、太平洋の波を求
めるサーファーが、年間を通して
この地を訪れています。

半身神明社のお神楽

　古くから新明社秋の大祭（10月
11日）で“お神楽”が奉納され、地域
の安全と豊作が祈願されてきまし

た。一時、青年会員の減少により、
奉納が中止されましたが、伝統芸
能が廃れることを危惧した青年会
のＯＢや有志により、本年から“お
神楽”が復活しました。

半
な が ら み づ か

身塚

　半
はん

身
み

地区には半
ながらみづか

身塚といわれる
塚があります。一説では、疫病がは
やったとき、それを仏に祈ってく
れた法

ほう

印
いん

様を葬った法
ほう

印
いん

塚
づか

である
といわれています。また、塚の周辺
は半身塚遊園地として指定されて
おり、国道42号から大草海岸に至
る道路の両脇には桜が植えられ、
昭和40年ごろには、満開の桜が一
面に咲き誇りました。現在は、数本
残っているのみですが、都会から
のサーファーたちを静かに見守っ
ています。

大草の歴史をひもとく

大草には、弥生時代の「御
み

薗
その

遺
い

跡
せき

」
があり、遠い昔から人々の生活の
場であった事を伺い知ることがで
きます。こうした古くからの人々

の営みは、平安時代後期の「惣
そう

作
さく

古
こ

窯
よう

」に、とても興味深い形で残され
ています。
やもめなど　ながもふ恵

こつびには　そっとあわせよ

さゝで　うるふやも

　これは、惣作古窯から出土した
碗に刻まれた「ざれ歌（ユーモラス
な和歌）」で、男女の赤裸々な情愛
が歌われているものです。全国で
も珍しく、貴重な文化財です。

　また、大草の歴史で忘れてなら
ないのが、室町時代に渥美郡の領
主だった「一

い

色
しき

七
しち

郎
ろう

」です。一色七
郎は、応仁の乱（１４６７年）に出
陣した後、大草で隠居。死後、田原
城主・戸

と

田
だ

宗
むね

光
みつ

により、菩提のため
「宝

ほう

憧
どう

寺
じ

」が邸宅跡に建てられまし
た。現在は廃寺していますが、地元
有志による「大草の歴史と文化を
学ぶ会」が中心となり、寺跡の整備
を行うなど、郷土の歴史を語り継
ぐ取り組みを行っています。

●

校
区
自
己
紹
介
⑮

基 礎 デ ー タ

●惣作古窯跡の句碑

●地域で愛されるお神楽

●キャベツ畑

●一色七郎邸跡

●表浜海岸

【人口】 1,329人（H21.8.31現在）

【世帯】 361世帯（H21.8.31現在）

【面積】 約347ha
【公共施設】 大草保育園・大草小学校
【史跡】 惣作古窯跡群・一色七郎墓跡・御薗遺跡
【主な産業】 農業

平成 21年 10月15日   　  　　　　　　　　│ 4 │
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読書活動の取り組み

▲図書室に飾られたアジサイとカタツムリ（上）
　予約の本を取りに来た子どもたち（下）

▲予約カード（左）

　　　　　　▲巡回司書の小久保先生の読み聞かせ（上）
　　　　　　　　　　　　　昨年の図書集会の様子（右）

▲

　　巡回司書とつくる読書空間（田原中部小学校）

　田原中部小学校の図書室は２階にあります。天候に
関係なくたくさんの子どもが訪れます。巡回司書の橋
本先生のアイデアで、部屋はいつも季節感にあふれて
います。今年６月、折り紙の大きなアジサイを窓に飾っ
たときには、「カタツムリを折りたい！」という声があ
がり、子どもたちと一緒にカタツムリを折って飾りま
した。
  今回、紹介したいのは「予約カード」です。貸出中の本
や学級文庫にある本を読みたい
時に使います。巡回司書が予約さ
れた本を探し、子どもに手渡すと
笑顔になります。子どもたちが、
予約した本を心待ちにしていた
ことがわかります。読みたい本の
傾向も探ることができ、読書に親
しむ活動の一助になっているこ
とを実感しています。

あじさい読書月間と図書集会（中山小学校）

　中山小学校では、年間３回の読書月間を設けて全校で読
書活動に取り組んでいます。
　今年６月、「あじさい読書月間」では、楽しく何度も図書
室を利用できるようにと、来室ごとにくじを引き「あ」「じ」

「さ」「い」の文字を集めると記念のカードがもらえるよう
にしたり、図書クイズを用意したりするなど、図書委員が
工夫をこらしました。また、巡回司書の小久保先生やPTA、
ボランティアの方による読み聞かせを行いました。子ども
たちは「次はどんな本かな」「このお話は知っているよ」と
毎回楽しみにしていて、夢中でお話を聞いていました。
　昨年の図書集会では、先生が小さ
いころに読んだ本やお勧めの本を
紹介しました。「私も読んでみたい」
と言って図書室に本を借りに来た
子どもが、「面白かったよ」と感想を
言ってくれるなど、読書の幅が広が
ってきているようです。

　子どもたちが本に親しめるように、朝の読書を行っている小
中学校もたくさんあります。今回は、各学校をまわる巡回司書
や読書集会についてお知らせします。 ●学校教育課２３局３６７９

│ 5 │　　　　　　　　　　平成 21年 10月15日
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

田
原
祭
り
が
、９
月
19
日（
土
）・20
日（
日
）に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。初
日
は
、新
町・本
町・萱
町
の
３
台
の

か
ら
く
り
山だ

し車
が
街
を
練
り
歩
き
、夜
に
は
巴
江・衣

笠
を
加
え
た
５
台
の
夜よ

や

ま
山
車
の
上
で
、子
ど
も
な
ど
が

手
踊
り
を
披
露
。２
日
目
の
打
ち
上
げ
花
火
は
、盛
り

上
が
っ
た
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。

歴
史
を
伝
え
る

秋
の
祭
り

９
月
19
日［
土
］

▲まつり会館前に集結した萱町（左）・新町（中）・本町（右）の昼山車▲まつり会館前に集結した萱町（左）・新町（中）・本町（右）の昼山車

市内の小中学校で英語を教えているALTをご紹介します。ALTは子どもたちが外国
文化に触れ、国際理解を深めることにも大きな役割を果たしています。

田原のみなさん、こんにちは。
私たちは英語指導助手（A

エーエルティー

LT）です！

ヴァネッサ・シェパード　Vanessa Shepherd

▼泉中・亀山小・赤羽根小・神戸小・衣笠小・清田小・童浦小　（H18年8月～）

　田原でALTとし
て働き続けられる
ことに喜びを感じ
ます。
　普段は、日本語を
勉強したり、習字や
生け花を習ったり
しています。

ジェニファー・ケネディー　Jennifer Kennedy

▼東部中・田原中・大草小・田原東部小・高松小　（H19年11月～）

　田原での生活を
送ること、みなさん
に英語を教えるこ
とをうれしく思い
ます。
　歌うことが好き
で、コーラスサーク
ルで歌っています。

シャノン・ルーカス　Shannon Lucas

▼野田中・福江中・野田小・福江小・田原南部小・六連小　（H21年９月～）

　日本で１年間の
留学を経験し、たく
さんの友達ができ
ました。
　とてもきれいな
この街でも大勢の
友達をつくりたい
と思います。

テイラー・トラスラー　Taylor Trusler

▼ 赤羽根中・伊良湖岬中・若戸小・和地小・掘切小・伊良湖小・中山小・田原中部小　（H21年９月～）

　これまでに３回
来日し、いろいろな
所へ行きました。
　カラオケやスポ
ーツ観戦が好きで、
日本のプロ野球の
試合を見たいと思
っています。
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す
べ
て
の
教
育
の
出
発
点
で
も
あ
る
家

庭
教
育
に
つ
い
て
考
え
る
よ
い
機
会
で

す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
11
月
14
日
（
土
）
午
後
０
時
30

分
～　

▼
会
場
＝
田
原
文
化
会
館　

▼
参

加
費
＝
無
料

❖
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

▼
内
容
＝
田
原
中
部
小
学
校
合
唱　

▼
時

間
＝
午
後
０
時
30
分
～　

▼
場
所
＝
文
化

ホ
ー
ル

❖
家
庭
教
育
を
考
え
る
学
習
会

▼
対
象
＝
小
中
学
生
の
保
護
者
と
家
庭
教

育
に
関
心
の
あ
る
方　

▼
内
容
・
時
間
＝

①
実
践
発
表
﹁
蒲
郡
市
家
庭
教
育
推
進
協

議
会
﹂・
午
後
１
時
30
分
～　

②
講
演
﹁
元

気
父
ち
ゃ
ん
、
元
気
母
ち
ゃ
ん
が
子
ど
も

の
未
来
を
築
く
！
﹂
講
師
：
こ
こ
ろ
元
気

研
究
所
所
長　

鎌
田
敏
さ
ん
・
午
後
２
時

15
分
～　

▼
場
所
＝
文
化
ホ
ー
ル

❖
子
育
て
支
援
を
考
え
る
交
流
会

　

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
と
の
交
流

で
、
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ぶ
ア
イ
デ
ア
が

満
載
で
す
。

▼
対
象
＝
親
子
と
子
育
て
に
関
心
の
あ
る

方　

※
親
子
で
参
加
可　

▼
内
容
・
時
間

＝
①
工
作
・
お
や
つ
作
り
・
作
品
展
示
︵
ア

ト
リ
エ
︶・
午
後
１
時
30
分
～
　
②
読
み

▼
応
募
資
格
＝
次
の
①
②
の
条
件
を
満
た

す
方
／
①
子
ど
も
が
好
き
で
学
校
教
育
に

熱
心
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
方
②
教

員
免
許
所
持
者
（
採
用
時
に
取
得
見
込
み

の
方
も
可
）　

▼
応
募
期
間
＝
随
時

▼
申
し
込
み
＝
顔
写
真
貼
付
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
直
接
ま
た

は
郵
送
に
て

▼
学
校
教
育
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
６
７
９　

22
局
３
８
１
１

聞
か
せ
︵
音
楽
練
習
室
︶・
午
後
２
時
15

分
～　

③
親
子
体
操
︵
多
目
的
ホ
ー
ル
︶・

午
後
２
時
45
分
～
　
④
み
ん
な
で
遊
ぼ
う

︵
多
目
的
ホ
ー
ル
︶・
午
後
３
時
30
分
～

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

旬
の
食
材
を
活
か
し
た
地
産
地
消
ラ
ン

チ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
シ
ェ
フ
や
生
産

者
の
方
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
田
原
市
ま
た
は
豊
橋
市
に
お
住

ま
い
の
方　

▼
日
時
＝
11
月
25
日
（
水
）

正
午
～
午
後
２
時　

▼
場
所
＝
ホ
テ
ル
ア

ー
ク
リ
ッ
シ
ュ
豊
橋
（
豊
橋
市
駅
前
大
通

り
１
丁
目
）　

▼
講
師
＝
ホ
テ
ル
総
料
理

長　

酒
井
敦
さ
ん
／
生
産
農
家
さ
ん　

▼
定
員
＝
25
名
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）　

▼
参
加
料
＝
３
５
０
０
円
（
食

事
代
含
む
）　

▼
申
し
込
み
＝
11
月
12
日

（
木
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要

　

豊
橋
市
役
所
農
政
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
７
１

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

　

nosei@
city.toyohashi.lg.jp

◉「健康たはら21計画」中間評価案について
募集期間 ▼11月９日（月）～12月８日（火）
　健康たはら21計画は、「みんなが幸せを感じて暮らせるま
ち」をめざし、市民一人ひとりが健康づくりに取り組むため
の計画で、今後５年間の計画を策定します。
担当課 ▼健康課　☎23局３５１５　　23局３８１０
　　　　 　kenko@city.tahara.aichi.jp

▪意見提出方法
❶公表場所へ持参　❷郵便　❸ＦＡＸ　❹Eメール
住所・氏名・電話番号を明記のうえ、意見を提出してくださ
い。（個々の意見には直接回答いたしません。）

▪計画案の公表場所
市役所健康課、赤羽根市民センター（旧赤羽根支所）、渥美支所市民生
活課、中央図書館、市ホームページ（http://www.city.tahara.aichi.jp）

パブリックコメント手続制度に基づき、
以下の案件について意見を募集します。
パブリックコメント手続制度に基づき、
以下の案件について意見を募集します。パブリックコメント　意見募集！

田
原
市
立
小
・
中
学
校

　
　
　
　常
勤
・
非
常
勤
講
師

﹁
子
ど
も
に
語
ろ
う
﹂

　
　
　
　
　
　
地
区
推
進
大
会

豊
橋
田
原
食
育
体
験
講
座

～
ホ
テ
ル
で
味
わ
う
豊
橋
・
田
原
の
旬
～
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気
軽
に
参
加
し
て
テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
11
月
22
日
（
日
）　

午
後
５
時

～
10
時　

▼
場
所
＝
緑
が
浜
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト　

▼
内
容
＝
４
チ
ー
ム
に
よ
る
リ

ー
グ
戦　

▼
定
員
＝
４
チ
ー
ム
（
１
チ
ー

ム
男
子
ダ
ブ
ル
ス
と
女
子
ダ
ブ
ル
ス
各
１

ペ
ア
）
※
先
着
順　

▼
参
加
料
＝
１
チ
ー

ム
６
０
０
０
円　

▼
申
し
込
み
＝
緑
が
浜

公
園
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
へ
直
接

▼
緑
が
浜
公
園
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

☎
23
局
２
６
６
３

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
出
産
す

る
と
き
に
支
給
さ
れ
る
出
産
育
児
一
時
金

が
、10
月
か
ら
平
成
23
年
３
月
ま
で
の
間
、

緊
急
の
少
子
化
対
策
と
し
て
現
行
の
38
万

円
か
ら
原
則
42
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。（
産
科
医
療
制
度
加
入
分
娩
機
関

で
の
22
週
以
上
の
出
産
に
限
る
／
そ
れ
以

外
に
つ
い
て
は
39
万
円
）

　

ま
た
、経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

「
出
産
育
児
一
時
金
の
直
接
払
制
度
」
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
医
療
機

関
な
ど
が
出
産
育
児
一
時
金
を
直
接
受
け

取
り
、
被
保
険
者
が
医
療
機
関
な
ど
の
窓

口
で
支
払
う
出
産
費
用
に
充
て
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
も
の

で
す
。手
続
き
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０　

　

急
激
な
経
済
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
、
仕

事
と
住
居
を
失
っ
た
（
も
し
く
は
失
う
お

そ
れ
の
あ
る
）
方
を
支
援
す
る
た
め
10
月

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

◉
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業

　

離
職
者
が
就
職
活
動
を
行
う
た
め
に
必

要
な
、
安
定
し
た
住
居
を
確
保
す
る
た

め
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
住
宅
費
を
給
付
し

ま
す
。

▼
支
給
額
＝
上
限
を
３
万
６
０
０
０
円
と

し
た
実
費
（
単
身
世
帯
の
場
合
）　

▼
支

給
期
間
＝
６
カ
月
以
内　

▼
支
給
要
件
＝

次
の
①
～
③
全
て
の
要
件
を
満
た
す
者　

①
原
則
収
入
な
し　

②
預
貯
金
が
一
定
額

以
内　

③
就
職
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て

い
る　

▼
支
給
方
法
＝
支
給
要
件
を
満
た

す
方
の
申
請
に
よ
り
、
住
宅
貸
主
な
ど
の

口
座
に
直
接
振
込
み　

▼
受
付
実
施
期
間

＝
平
成
22
年
３
月
ま
で

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２　

23
局
３
５
４
５

◆
無
料
法
律
相
談

▼
日
時
＝
10
月
31
日
（
土
）
午
後
１
時
～

３
時　

▼
場
所
＝
豊
橋
商
工
会
議
所

◆
記
念
講
演
会

▼
日
時
＝
10
月
31
日
（
土
）
午
後
３
時
～

▼
場
所
＝
豊
橋
商
工
会
議
所　

▼
テ
ー
マ

＝
「
変
化
の
時
代
の
今
、
社
会
に
求
め
ら
れ

て
い
る
も
の
は
？
」　

▼
講
師
＝
森
永
卓
郎

氏
（
獨ど

っ
き
ょ
う協
大
学
教
授
・
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
）

▼
定
員
＝
２
０
０
名　

▼
参
加
料
＝
無
料

▼
愛
知
県
弁
護
士
会
東
三
河
支
部

☎（
０
５
３
２
）52
局
５
９
４
６

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

地
上
デ
ジ
タ
ル
が
見
ら
れ
な
い
世
帯
に
対

し
、
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
給
付
す

る
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
全
額
免
除
世
帯

▼
申
し
込
み
＝
12
月
28
日
（
月
）
ま
で
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
送
付
さ
れ
た
全
額
免
除
証
明

書
に
同
封
さ
れ
た
申
込
書
に
記
入
し
返
送

※
申
し
込
み
の
際
は
、
事
前
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
受
信
料
全
額
免
除
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
の
は
生
活
保
護
世
帯
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
で
障
害
者
の
い
る
世
帯
、

社
会
福
祉
事
業
施
設
入
所
者
の
方
で
す
。

該
当
す
る
方
で
、
ま
だ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
免

除
申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

ナ
イ
タ
ー
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
　
　

　
　
　
　
　
　
　
団
体
戦

国
民
健
康
保
険
出
産
一
時
金
が

38
万
円
か
ら
42
万
円
に
改
正

仕
事
と
住
宅
を
失
っ
た
方
に
対
す

る
新
し
い
支
援
が
始
ま
り
ま
し
た

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
給
付
し
ま
す

◉
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

　
実
施
セ
ン
タ
ー　

☎（
０
５
７
０
）03
局
３
８
４
０

法
の
日
記
念
行
事

無
料
法
律
相
談
・
記
念
講
演
会

 　　自主防災会の一斉防災訓練を行います

市内各地区において、自主防災会による一斉防
災訓練を行います。この機会に、非常持出袋の
中身をチェックするなど災害に備えましょう。

【時間】午前７時～ 9 時
　　　 ※地区によって異なる
                 場合があります

【場所】各地区の集会所や
　　　  避難場所など
　　　  ※雨天でも実施します

11/8
　（日）
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◉
美
し
い
渥
美
半
島
に
②

　 

❖
全
国
菜
の
花
サ
ミ
ッ
ト
in
田
原
に

　 

向
け
て
菜
の
花
の
種
ま
き
開
始

　

10
月
中
旬
か
ら
、
保
育
園
・
幼
稚
園
児
、

小
中
学
生
に
よ
る
観
賞
用
菜
の
花
の
種
ま

き
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
は
、
11
月
下

旬
ま
で
搾
油
用
の
菜
の
花
の
種
ま
き
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

平
成
22
年
２
月
６
日
（
土
）・
７
日
（
日
）

に
開
催
す
る
「
全
国
菜
の
花
サ
ミ
ッ
ト
in

田
原
」
に
向
け
、
市
の
玄
関
口
を
菜
の
花

で
飾
ろ
う
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
事
業
者
の
方
々

と
種
ま
き
を
進
め
て
い
ま
す
。
新
た
に
種

ま
き
を
実
施
す
る
場
所
は
、
豊
橋
鉄
道
渥

美
線
の
や
ぐ
ま
台
駅
周
辺
や
谷
熊
町
地
内

（
国
道
２
５
９
号
沿
い
）、
緑
が
浜
信
号
周

辺
で
す
。

　

さ
ら
に
、
多
く
の
市
民
の
方
に
菜
の
花

の
種
を
ま
い
て
い
た
だ
こ
う
と
、
菜
の
花

の
小
袋
を
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
に
て
配
布
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
菜

の
花
の
種
を
ま
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

美
し
い
渥
美
半
島
を
、み
ん
な
の
手
で
。

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
４
２
５
人
・
事
業
所
20
か
所（
９
月
末
現
在
）

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

＊
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
ティ
構
想

42

ゴミゴミンと
リサイクル
レンジャー

４
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
レ
ジ
袋
の
有
料
化
」

は
、
市
内　

店
舗
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
レ
ジ
袋
の
受
け
取
り
辞
退
率
や
使
用
量
減
少

に
よ
る
効
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

レ
ジ
袋
の
受
け
取
り

辞
退
率
と
効
果

▼
清
掃
管
理
課

　

23
局
３
５
３
８

　

23
局
０
１
８
０

レ
ジ
袋
を
受
け
取
ら
な
い
こ
と
は
、ご
み

の
減
量
化
と
C
O
2
削
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。お
気
に
入
り
の
マ
イ
バ
ッ
グ
を
手

に
、地
球
に
優
し
い
買
い
物
を
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

　

有
料
化
さ
れ
た
こ
と
で
、レ
ジ
袋
を
受

け
取
ら
ず
、マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
っ
て
買
い
物

を
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

■
レ
ジ
袋
辞
退
率

　

◎　

 

・ 

６
％

■
削
減
さ
れ
た
レ
ジ
袋
枚
数

　

◎
１
４
９
万
６
９
４
７
枚

■
削
減
さ
れ
た
レ
ジ
袋
重
量

　

◎
１
万
４
８
１
９　
（
１
枚
／
９・９
ｇ
換
算
）

■
削
減
さ
れ
た
C
O
2（
二
酸
化
炭
素
）の

　

排
出
量

　

◎　

ｔ

※
い
ず
れ
も
参
加
店
舗
全
体
の
４
〜
６
月
実
績

　

に
基
づ
く
デ
ー
タ

88

kg

89
レ
ジ
袋
の
受
け
取
り

を
１
枚
辞
退
す
る
と
、

Ｃ
Ｏ
２
が
約　

g
削

減
で
き
ま
す
。60

レ
ジ
袋
の
削
減
に

ご
協
力
を
！

● 

買
い
物
に
は
、マ
イ
バ
ッ
グ・マ
イ
バ

　

 

ス
ケ
ッ
ト
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

● 

少
な
い
買
い
物
の
際
は
、レ
ジ
袋
を

　

 

断
り
ま
し
ょ
う
。

● 

毎
回
レ
ジ
袋
を
受
け
取
ら
ず
に
、

　

 

繰
り
返
し
使
い
ま
し
ょ
う
。

15

▲昨年の種まきの様子

▲今秋、新たに種まきを実施した谷熊町の作業風景
（９月25日）
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防
災
ま
め
知
識

い
ざ
と
い
う
と
き
の
応
急
手
当
2　

骨
折
部
位
の
固
定

こ
ん
に
ち
は
、“
か
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
前
回
か
ら
、
ケ
ガ
な
ど
を

し
た
と
き
に
役
立
つ
応
急
手
当
に
つ
い

て
、シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
骨
折
部
位
の
固
定
」で
す
。

一
般
的
に
、
骨
折
し
て
い
る
部
位
は
出

血
し
て
い
た
り
腫
れ
て
い
た
り
す
る
こ

と
が
多
く
、
動
く
こ
と
で
痛
み
を
感
じ

ま
す
。

■
骨
折
の
部
位
を
確
認

1
ど
こ
が
痛
い
か
確
認
し
ま
す
。

2
出
血
の
有
無
を
確
認
し
ま
す
。

■
骨
折
部
位
の
固
定

◉
腕
の
固
定

1
副ふ
く
ぼ
く木
を
上
腕
か
ら
指
先
ま
で
当
て
、

三
角
巾
や
タ
オ
ル
な
ど
で
固
定
し
、

吊つ

り
下
げ
ま
す
。

2
副
木
の
代
わ
り

に
雑
誌
を
利
用

し
た
場
合
、
雑

誌
で
骨
折
部
位

を
覆
い
ま
す
。

◉
下か

た
い腿
の
固
定

◦
脚
の
内
側
と
外

側
、
裏
側
に
副

木
を
当
て
、
骨

折
し
た
足
を
挟

む
よ
う
に
し
て

三
角
巾
や
タ
オ

ル
な
ど
で
図
中
の
番
号
順
に
固
定
し
ま
す
。

◎
ポ
イ
ン
ト

①
痛
み
を
感
じ
る
部
位
を
動
か
さ
な
い
。

②
骨
折
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
、
骨
折
し

た
も
の
と
し
て
手
当
て
を
行
う
。

③
ケ
ガ
人
に
声
を
か
け
て
か
ら
固
定
す
る
。

④
飛
び
出
た
骨こ
っ
た
ん端
は
無
理
に
戻
さ
な
い
。

■
副
木
と
し
て
代
用
で
き
る
も
の

◦
新
聞
紙
、
傘
、
も
の
さ
し
、
座
布
団
、

段
ボ
ー
ル
な
ど

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

田原市と姉妹都市・設楽町の交流拠点施設～つぐ高原ペンション「グリーンメッセージ」～
秋は紅葉狩りやトレッキング、冬は天体観測や雪遊びが楽しめるグリーンパーク内に建つペンション「グリ
ーンメッセージ」。田原市在住・在勤の方が対象のお得な割引制度を使って宿泊し、季節を感じる旅に出かけ
てみませんか。

◉交流スタンプラリーにチャレンジ！
　グリーンメッセージにお出かけの際は、「グリーンパー
ク」もラリースポットになっている「田原市・設楽町交流ス
タンプラリー」に参加しませんか。
　設楽町のラリースポットにある
スタンプを集めて応募すると、抽
選ですてきな賞品が当たります。
応募用紙は市役所、渥美支
所、赤羽根市民センターなどで
配布しています。

◉紅葉狩りに行こう！
　グリーンパークでも紅葉を楽しめま
すが、車で10分以内にある、お勧め
の紅葉狩りスポットをご紹介します。
※見ごろ＝10月中旬～11月上旬

　１日頑張って歩いたら、グリーンメッセージで体をゆっ
くり休めましょう。

▪茶臼山高原周遊コース
　茶臼山と萩

は ぎ た ろ う

太郎山の頂上を約２時間で巡るコ
ース。愛知県の最高峰から眺める景色は最高！
▪天

て ん ぐ だ な

狗棚・面
めん

ノ木
き

原生林周遊コース
　面ノ木ビジターセンターから天狗棚にかけて
のコース。原生林の森林浴が満喫できます。

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。

▼政策推進課☎２３局３５０７

▼

面ノ木ビジターセンター
ラリースポットのひとつで、
グリーンメッセージから車
で10分ほどで到着します

4

4 2 1 3

2 1 3

※グリーンメッセージの詳細は、ホームページをご覧ください。
　 http://www3.rak-rak.ne.jp/~green-message/
☎（0536）83局2343
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伊
奈
森
太
郎
（
１
８
８
３
～
１
９
６
１
）

は
、
大
久
保
町
の
農
家
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
、
26
歳
で
田
原
中
部
小
学
校
の
前
身

で
あ
る
、
田
原
尋
常
小
学
校
の
校
長
を
勤

め
ま
し
た
。
教
育
者
と
し
て
の
伊
奈
の
功

績
は
、
小
学
校
を
地
域
の
教
育
の
場
と
し

て
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
住
民
に
ま
で
啓
発

や
指
導
に
あ
た
っ
た
こ
と
で
す
。
現
在
も

田
原
中
部
小
学
校
で
続
い
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

紙
『
家
庭
と
学
校
』
は
、
伊
奈
の
在
任
中

は
、
ほ
と
ん
ど
彼
が
執
筆
し
ま
し
た
。
誰

が
読
ん
で
も
分
か
り
や
す
く
、
伊
奈
の
教

育
理
念
が
集
約
さ
れ
て
い
る
内
容
と
い
え

ま
す
。
ま
た
伊
奈
は
、
田
原
に
関
す
る
人

物
や
史
跡
の
紹
介
を
意
欲
的
に
進
め
、
郷

土
学
習
の
手
本
に
渡
辺
崋
山
を
模
範
的
人

物
と
し
て
勧
め
て
い
ま
す
。
田
原
中
部
小

学
校
の
崋
山
劇
で
知
ら
れ
て
い
る
「
立
志
」

は
、
伊
奈
が
脚
本
を
書
い
た
も
の
で
す
。

　

昭
和
６
年
に
退
職
し
た
伊
奈
は
、
愛
知

県
教
育
史

の
担
当
と

な
り
ま
し

た
。
愛
知

県
全
域
で

資
料
集
め

を
行
い
、

考
古
や
歴

史
、
民
俗
、

民
話
、
歴

史
、
美
術
の
分
野
の
調
査
成
果
を
報
告
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
伊
奈
の
多
方
面

に
お
よ
ぶ
文
化
財
の
造ぞ

う
け
い詣
の
深
さ
は
、
大

正
12
年
に
刊
行
し
た
『
渥
美
郡
史
』
の

編へ
ん
さ
ん纂
の
際
に
指
導
を
受
け
た
、
内
務
省
の

柴
田
常じ

ょ
う
え恵
か
ら
得
た
も
の
で
し
ょ
う
。
柴

田
は
戦
前
に
お
け
る
日
本
の
文
化
財
保
護

行
政
を
先
導
し
た
人
物
で
、
考
古
学
や
仏

教
史
、
郷
土
史
な
ど
に
も
研
究
成
果
を
残

し
て
い
ま
す
。

　

伊
奈
は
昭
和
20
年
、
愛
知
県
史
跡
名
勝

保
存
主
事
と
な
り
ま
し
た
。
愛
知
県
の
第

一
人
者
と
し
て
文
化
財
保
護
に
尽
力
し
た

伊
奈
森
太
郎
も
う
ひ
と
つ
の
顔

愛
知
県
の
文
化
財
保
護
の
星

伊
奈
。
文
化
財
保
護
な
ど
の
功
績
に
よ
り

愛
知
県
や
国
か
ら
も
多
く
の
表
彰
を
受
け

て
い
ま
す
が
、
吉
胡
貝
塚
の
国
の
発
掘
や

国
の
指
定
に
、
彼
の
力
が
大
き
く
働
い
て

い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

伊
奈
の
著
書
に
は
、
渡
辺
崋
山
、
岡

田
虎
二
郎
に
関
す
る
も
の
を
は
じ
め
、

『
名
古
屋
と
民
謡
』『
郷
土
民
謡
風
土
記
』

『
愛
知
県
現
存
若
い
者
文
献
集
』『
愛
知

県
地
方
の
古
歌
謡
』『
尾
張
の
祭
』『
三

河
の
お
祭
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
現
在

で
は
、
こ
の
よ
う
に
幅
広
い
分
野
に
明

る
い
研
究
者
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
文

化
財
保
護
の
功
績
が
田
原
で
語
ら
れ
る

こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
愛
知

県
の
文
化
財
保
護
の
歴
史
の
中
で
そ
の

功
績
は
光
り
輝
い
て
い
ま
す
。（

増
山
）　

▲昭和８年 伊奈森太郎が書いた  
　柴田常恵あての手紙

【
表
紙
の
写
真
】浜
松
モ
ザ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
世
界
博

▼
浜
松
モ
ザ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー

世
界
博
が
、
は
ま
ま
つ
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
で
11
月
23
日

（
月
・
祝
）
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
出
展
さ
れ
て
い
る
“
恋
人
の
聖

地
”
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
田
原
市
の
作
品

に
は
、
幸
せ
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う
と
並

ぶ
人
の
列
が
・
・
・
。
鐘
の
音
が
響
き

わ
た
る
世
界
博
へ
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ね
。（
Ｏ
）

▲昭和26年 吉胡貝塚調査時の伊奈（前列右）
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